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＜連絡事項＞
特になし
＜入室状況＞
【入院】
・澤田　昭久様～Bユニット合併症室
【退院】
・磯島　茜様～自宅退院

＜患者様連絡事項＞
・長岡　明美様～田名部Dｒに下痢が継続していること報告し、下剤は調整可能の指示受ける。

・坂下 榮藏様～立位、歩行不安定さあり。馬渡Ｄｒに状態報告し、必要時安全ベルト使用許可頂く。

・田中　邦男様～本日夕から全粥・キザミに食事変更となる。

・西舘　りね様～CSオムツプラン②→①に変更とする。
[bookmark: _GoBack]・品田　潮様～八戸市立市民病院　内分泌科Nsより連絡あり。24日の診察時インシュリンのスケールの実施は可能か連絡あり、指示があれば実施可能との返答あり。インシュリンの種類の指示も併せていただきたい旨報告する。また24日の受診時に24日朝までの血糖、食事量のデータを持参いただきたいとの指示受ける。

・田名部　幸子様～嘔気、腹痛、頭痛、手のしびれ感の訴えあり、田名部Drに状態報告しつくしM.A一回分処方となり、内服し経過観察の指示受ける。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。開放観察中他室入室や脱衣行為午前・午後1時間ずつの開放観察実施。を繰り返し、スタッフ制止後も落ち着かず、早めに開放観察終了となる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を　目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。食事は朝は2/3摂取され、昼食は不摂取、服薬は自ら選んで服用している。易怒性、不機嫌なく経過。13：30疼痛時ロキソプロフェンNa（60）1T、不安時レキソタン（5）１T服用している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・井畑 芳則様～終日隔離中。食事は全量摂取され拒薬なし。自室内で静かに過ごされ独語あるも小声。不穏・興奮無く、対面時も易怒的言動なく経過。各引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜村上Dr診察＞
・西舘　利彦様～点滴は継続、経過をみて経管栄養を1回/日でも入れていきたいとのこと。
また状態悪くなる前に、家族面会促すよう指示あり

・藤井　理代様～同内容にて7日分処方となる。

・工藤　悦子様～同内容にて7日分処方となる。

・島倉　頌子様～同内容にて7日分処方となる。

・畑中　豊吉様～処方内容変更なし。

・西舘　りね様～処方内容変更なし。

・成田　かつゑ様～同内容にて7日分処方となる。

・苅谷　江利子様～同内容にて7日分処方となる。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和6年4月19日　10：18
　氏　　名：澤田　昭久（さわだ　あきひさ ）様
　生年月日：昭和30年7月15日(68歳)
　病　　名：アルコール依存症
　　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東Bユニット
　
　＜経過＞
　妻様が死去以降独居生活となり、気分の落ち込みや意欲低下、食欲低下、
　希死的発言が聞かれるようになっていた。令和5年3月に低血糖と不整脈
　の診断で八戸市立市民病院へ3日間入院。同院退院後は根城内科へ月1回
　通院している。以前より飲酒習慣があり、入院など一時的に断酒してい
　た時期もあるが、退院後間もなく再開している。144g/日の飲酒をほぼ
　毎日継続的に行っていた。令和5年6月に生活保護の受給が決定してから
　は金銭面の心配事が軽減されたせいか希死的発言は減少してきていたが、
　意欲低下や食欲低下は持続。令和5年6月27日鑑別診断と症状改善目的
　にて当院初診。アルコール依存症治療プログラムの実施に同意を得た事
　から令和5年7月11日当院1回目の入院となる。入院後、抑うつ症状は目
　立たず、アルコール依存症治療プログラムへの取り組みは良好であり、
　三度の外泊訓練実施し、それぞれ飲酒や問題行動なく帰院している。自
　助グループの案内はしているが、退院後に考えたいと参加へは至ってい
　ない。アルコール依存症治療プログラム全項目終了し、断酒意思が確立
　したことから令和5年9月8日自宅退院となる。当院最終受診2023年11月
　21日。その後飲酒再開し常態化していた。2024年1/8には酩酊時に転倒
　し肋骨骨折、またアルコール性の尿閉も生じ、膀胱留置カテーテル挿入
　されている。前医を1/20に退院され自宅での生活に戻っているが、退
　院後まもなく飲酒を再開している。今後施設入所も検討しているが、断
　酒継続出来ていない状態にあり本人も飲酒問題についての治療希望し、
　減酒プログラムの実施を開始。しかし、減酒への取り組みも困難なこと
　から家族本人共に施設入所に向けての環境調整・解毒目的の入院を希望。
　10：18東病棟合併症室に任意入院となる。

